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研究概要

1)スラウェシマカクのグロビン退伝子の構造

竹中 修･荒川美典2)

インドネシア国スラウェシ (セレペス)島のマ

カタについてヘモグロビンのタンパク構造の解析

は終了した｡情報がより多いDNA構造の解析に
よる系統進化の解明を目的として､1988年度の現

地調査では､7種67頭から血液を採取した｡現在､

働きを失ったいわゆる偽迫伝子､4･β退伝子の解
析を進めている｡

2)DNAフィンガープリント法によるニホン
ザルの父子判定

井上美穂3)･竹中晃子4)･竹中 修

ミニサテライトと称されるDNA上の超可変領
域の解析により､霊長琉研究所の若桜群ニホンザ

ル約50頭の父子判定を行った｡1)上位3頭のオト

ナオスのJlui位はコドモの数に反映されない｡2)メ

スは異なったオスとの間にコドモを作っている｡

3)オスは出自家系のメスとの問にはコドモを作っ

ていない｡4)オスは5才半の交尾期からコドモを

残 している｡等のオスの繁殖に関する新しい事実

が明らかになった｡また共同研究により若桜群の

生殖行動観察を行い､結果としての子供の父親を

判定し考察した｡

3)テナガザルの分子系統

鈴木良太3)･竹中 修

テナガザルはヒト上科の霊長頬で唯一多種類に

種分化を遂げている｡しかしながら一次捕獲が極

めて困難な故にこれらの系統関係に関する分子レ

ベルでの研究は皆鰍 こ近い｡1988年度の海外調査

時に動物園で採取した血液試料を用い､r､a退

伝子およびそれらの偽 (¢)退伝子からなるαグ

ロビン迫伝子ファミリーの構造を制限酵素マップ

法により解析した｡フクロテナガザル､クロテナ

ガザル､および他種のアジル､クロス､シロテ､

1)教務職且

2)技術補佐員

3)大学院生

4)研修且

ポウシ､ワウワウテナガザルがクラスターを作り､

後者ではアジル､シロテとワウワウ､およびクロ

スとポウシが近いことが判明した｡

4)カニクイザルのαグロビン迫伝子の構造

竹中晃子･竹中 修

高等霊長煩では歪披しているaグロビン退伝子

が､カニクイザルでは3重重複している例が頻度

高く発見された｡不等交叉および退伝子発現の機

構を調べることを目的としカニクイザルのαグロ

ビン退伝子の構造を解析した｡カニクイザルのD

NAの制限酵素BglII切断断片をEMBL3に組み
込みaグロビン退伝子をクローニングした.現在

ジデオキシ法より塩基配列を決定している｡

5)ペプシノゲンとペプシンの構造 ･機能 ･進

化

丑山 節

ペプシノゲンの退伝子構造とその発現機構に関

する研究を継続した｡ニホンザル､ウサギ､モル

モットよりそれぞれ3､4､1個の全長鎖cDNA

を得て､これらの全塩基配列を決定した｡ニホン

ザルcDNAのタンパク質コード部アミノ酸配列は､

既に精製ペプシノゲンについてタンパク質化学の

手法により決定している配列と完全に一致した｡

ウサギ､モルモットではニホンザルに比べて多く

の塩基の置換がみられた｡

6)霊長煩の生体防御機構
中村 仲

霊長規の止血､免疫機構を明らかにする目的で

以下の研究を進めている｡

1)血液凝固系の開始因子 ･組織因子の生成､発現

機序および構造一機能相関の解析｡

2)霊長規のエンドトキシン応答機作の解析｡

3)ニホンザルのスギ花粉症個体の検索及びその発

症要因の検討｡

7)HTLV,EBVの疫学と細胞銀行*
石田斑文

(i)日本におけるHTLV･1の由来､及び､
民族間でのウイルスキャリアーの関係を明らかに

するため疫学調査 (インド)とプロウイルスの塩

基配列の決定を進めた｡

(ii)あらゆる民族に浸淫するといわれるEBV
について､隔離集団等を対象に分布を調べた｡

(ia)ヒトから苗歯糞副こ至る405細胞株 ･クロー

* 多くのヒトとの協同研究
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ンを得た｡

8)霊長頬特異酵素の研究

浅同一雄

霊長規の系統進化において特只的に出現および

消失する酵素の発現械楢を明らかにする｡ニホン

ザル肝臓よりアシルCoA薬物代謝酵素および尿

酸酸化酵素を対象に単離精製し構造解析を行った.

マウス等と比較解析を行うとサルではアイソザイ

ム数やサブユニット構成の単純化がみられ迫伝子

の効率良い調節を窺わせる｡同様にビタミンC合

成酵素の検索を進めている｡
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